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2022年 12月期決算短信の開示が期末後 50日を超えたことに関するお知らせ 

 

当社は、本日、2022年 12月期決算短信の開示を行いましたが、当該開示が決算期末後 50日を超えた

理由および今後の決算開示について、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

 

１．決算短信の開示が期末後 50日を超えた理由 

 

 当社は、2022 年 12 月 20 日付、「当社子会社における不正の疑いのある事案の発生について」および

2022年 12月 23日付「特別調査委員会の設置に関するお知らせ」にてお知らせしましたとおり、当社子

会社の役員により過去複数年にわたり、売上未計上等の不適切な取引が行われていた疑いのある旨の報

告を受けました。これを受けて、取引内容の詳細及び影響額、他の関与者の有無など事実関係の確認等

を目的として、特別調査委員会を設置し調査に全面的に協力してまいりました。 

 調査の網羅性確保のために、時間を要したことから、2022年 12月期の決算発表が期末後 50日を超え

ることとなりました。 

 

２．今後の決算開示について 

  

 当社は、今回、決算開示が遅延した原因が子会社役員による不適切取引であることを厳粛に受けとめ、

再発防止策を策定し、策定した再発防止策を徹底することを最優先課題として取り組んでまいります。

この上で、今後の決算開示については、期末後 45日以内に開示できるよう適切に取り組んでまいります。 

 

 株主、投資家の皆様をはじめ、関係者の皆様には多大なるご迷惑とご心配をお掛けしましたことを心

よりお詫び申しあげます。 

 

以上 


